
政
府
は
1
月
28
日
、
ソ
マ
リ
ア
沖
の
海
賊
対
策
と
し

て
海
上
自
衛
隊
を
派
遣
す
る
方
針
を
決
定
。
派
遣
す
る

海
上
護
衛
艦
２
隻
を
選
び
訓
練
を
行
い
、
3
月
末
に
は

ソ
マ
リ
ア
沖
で
任
務
に
つ
か
せ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

派
兵
を
急
ぐ
裏
に
、
米
国
の
圧
力
が
あ
り
ま
す
。

海
賊
は
「
犯
罪
行
為
」
で
「
軍
事

力
の
行
使
」
で
も
「
国
土
に
対
す
る

侵
略
」
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
海
賊
を

取
り
締
ま
る
の
は
、
海
上
自
衛
隊
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

海
上
自
衛
隊
の
派
兵
を
許
せ
ば
、

海
外
に
お
い
て
日
本
人
の
生
命
・
財

産
が
脅
か
さ
れ
れ
ば
、
い
く
ら
で
も

自
衛
隊
を
派
兵
で
き
る
こ
と
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

派
遣
を
急
ぐ
裏
に
米
国
の
圧
力
あ

り
で
す
。
シ
ー
フ
ァ
ー
前
駐
日
大
使

は
、
「
『
ノ
ー
・
ウ
ィ
・
キ
ャ
ン
ト
』

（
出
来
ま
せ
ん
）
で
は
だ
め
だ
」
と

日
本
の
対
応
を
促
し
ま
し
た
。

麻
生
首
相
は
、
ソ
マ
リ
ア
沖
に
限

定
し
な
い
海
賊
対
策
の
一
般
法
で
あ

る
「
海
賊
新
法
」
を
、
３
月
上
旬
に

国
会
に
提
出
し
た
い
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
法
律
で
は
、
保
護
の
対
象
を

日
本
人
や
日
本
の
船
、
貨
物
だ
け
で

な
く
外
国
人
、
外
国
船
に
ま
で
拡
大
。

武
器
の
使
用
も
正
当
防
衛
・
緊
急
避

難
に
限
定
せ
ず
、
「
任
務
遂
行
」
に

必
要
な
範
囲
で
可
能
に
す
る
と
し
て

い
ま
す
。
保
護
の
対
象
を
外
国
人
や

外
国
船
に
ま
で
広
げ
る
こ
と
は
、
政

府
が
こ
れ
ま
で
憲
法
違
反
と
し
て
き

た
他
国
と
共
同
し
て
武
器
使
用
で
き

る
「
集
団
的
自
衛
権
」
の
行
使
に
踏

み
込
む
も
の
で
す
。

ソ
マ
リ
ア
沖
の
海
賊
問
題
は
、
自

然
災
害
や
内
戦
で
疲
弊
し
、
軍
や
警

察
も
機
能
せ
ず
、
極
度
に
貧
困
化
し

た
民
衆
の
一
部
が
海
賊
行
為
に
走
っ

て
い
る
こ
と
に
原
因
が
あ
り
ま
す
。

い
ま
、
国
際
海
事
機
関
の
呼
び
か

け
で
、
周
辺
諸
国
は
問
題
の
解
決
へ

検
討
と
取
り
組
み
を
開
始
、
各
国
の

協
力
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

憲
法
９
条
を
持
つ
日
本
こ
そ
、
ま

ず
自
衛
隊
派
兵
あ
り
き
で
は
な
く
、

こ
れ
ら
の
国
々
が
国
家
と
し
て

再
建
し
国
民
生
活
が
安
定
す
る

よ
う
、
資
金
や
技
術
の
援
助
を

直
ち
に
取
り
組
む
べ
き
で
す
。

高い効果は望めない
ソマリア対岸のイエメン沿岸警

備隊のアルマフディ作戦局長は、

海自派遣について「高い効果は望

めない。むしろ、我々の警備活動

強化に支援をしてほしい」と述べ、

基地湾の新設や高速警備艇１０隻

導入などの財政援助を求めました。
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